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【お知らせ】

次回定例会の予定

12月４日開会日
12月9日～11日一般質問

12月11日議案質疑
12月12日～16日常任委員会

12月19日閉会日 

※11月28日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。
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５
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９月中旬から、「朝倉市柿原地区のマンション建設計画」に関するＳＮＳ投稿が相次ぎました。

これらの中に、令和７年６月定例会の渡辺毅議員の一般質問「外資系企業によるマンション

建設計画について」における懲罰（戒告）に関するものがあったことから、市役所（議会事務局）

には、電話やメールで多くのご意見・お問い合わせが寄せられております。

まず、渡辺議員が市内柿原地区のマンション建設計画を一般質問で取り上げたことが懲罰事

犯となったわけではありません。

一般質問は市政全般に関する事項について行うことができますが、個々の議員は、自身の質

問内容を事前に通告する必要があり、また、質問は会議規則に則って行われるため、質問の範

囲や内容には一定の制約があります。なお、議員は議長の議事整理権や秩序保持権に従う義務

があります。

令和７年６月１７日の本会議では、当該マンション建設計画の概要、建設の手続き、外資系

事業者の課税・納税、市の対応等について質問があり、執行部が答弁しました。しかし、質問

の後半で中国の法律について執行部の認識を問う質問をしました。その内容が一般質問の通告

の範囲から外れていると判断されました。

さらに、当該発言が企業の信用性・信頼性を損なう恐れがある不適切な発言とされ、議長が

再三発言を制止しましたが、これに応じず発言を続けようとしました。

この行為に対し懲罰動議が提出され、懲罰特別委員会の審査を経て、地方自治法第１２９条

第１項における議長の議事整理権や秩序保持権に従わなかった行為は、懲罰事犯に該当すると

いう結論に至り、「戒告」の処分を科すことに決定しました。その後、本会議で賛成多数により

決定され、議長が戒告文を朗読しました。

なお、渡辺議員より、中国人を特定し質問した一部の発言が、配慮に欠ける発言だったとの

理由から、取り消したいとの申出があり、議会運営委員会で協議のうえ、議長が本会議に諮り、

申出を許可しました。

以上の経過および議決内容については、朝倉市議会として決定したもので

ありますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

議会事務局への過度な問い合わせは業務に支障をきたすため、ご遠慮くだ

さいますようお願いいたします。

詳細は、議会中継映像・会議録・あさくら市議会だより（令和７年８月１日号）

でご確認いただけます。

議会の対応について
―外資系企業によるマンション建設計画に関する一般質問をめぐって

議会中継映像は
こちら
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令和６年度　朝倉市会計別決算

【令和６年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

４２６億４，１８４万円

９２０万円

６５億３，２８７万円

３億６，４２３万円

１１億６，９３０万円

６０億６，９１６万円

１４１億４，４７８万円

１億７，２４２万円
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第３次朝倉市総合計画の基本目標に沿った

令和６年度決算　注目事業
議員が注目した決算を紹介します。
（決算委員会の質疑は４、５ページ）

児童
福祉

こどもの居場所づくり事業

８０万円

令和６年度より開始し、こどもの居場所の

確保、貧困の連鎖を防止するため、居場所

づくりを実施する団体への運営補助や相談

対応等の活動支援を行いました。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

教育 学校トイレ等

衛生環境改修事業
２億１３０万円

学校トイレの環境改善（トイレ洋式化）として、

福田小・朝倉東小および、立石小（※）・金川小・三

奈木小の一部でトイレの改修工事を行いました。
（※立石小は校舎改修事業で行いました。）

生
き
る
力
を
育
み
、
生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

庁舎
建設

庁舎建設事業

１１億６，６４０万円

新庁舎建設に係る本体工事等を行いました。

（新庁舎開庁　令和８年１月５日）

誰
も
が
尊
重
さ
れ
支
え
あ
い
、
市
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

都市
整備

鳩胸団地建替事業

５億３，０４０万円

令和６年１１月末に市営住宅鳩胸団地建替工

事が完了しました。（全４０戸）

子
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か
ら
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齢
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ま
で
、
健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
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づ
く
り

治水 原鶴地区浸水対策事業

２億１，９２０万円

原鶴地区の浸水被害を軽減するため、排水

ユニット購入等、排水施設の整備を行いま

した。

災
害
に
強
く
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

施設 ピーポート甘木駐車場

整備事業

２億円

ピーポート甘木における駐車場不足解消の

ための用地を購入しました。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

※普通会計には「一般会計」「住宅新築資金等貸付特別会計」が含まれます

（直営診療所勘定）

介 護 保 険 特 別 会 計

※写真はイメージ

2令和７年11月１日号　あさくら市議会だより
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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生
き
る
力
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み
、
生
涯
成
長
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き
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ま
ち
づ
く
り
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誰
も
が
尊
重
さ
れ
支
え
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い
、
市
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と
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続
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能
な
ま
ち
づ
く
り
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子
ど
も
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健
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ち
づ
く
り
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災
害
に
強
く
、
快
適
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暮
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せ
る
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全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

※普通会計には「一般会計」「住宅新築資金等貸付特別会計」が含まれます

（直営診療所勘定）

介 護 保 険 特 別 会 計

※写真はイメージ
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【決算審査特別委員会】 【決算審査特別委員会】

一般会計
令和６年度

 令和６年度の一般会計決算について

「決算審査特別委員会」 の中で行われた

 質疑と答弁を抜粋して紹介します。

被害の実態は

有害鳥獣駆除事業

　シカの被害が大きいと聞くがその実態は。

また、昨年の農作物の被害額は。

　シカの被害が大きいと言われる主な要因は、

造林した木の芽や農作物を食べ尽くしてしまう

ためで、その対策として防護チューブや、防護

ネットがある。昨年の被害額は、７，８５９万４

千円で過去最高となった。

保護チューブで苗木を守る

全小学校に新タブレット配備

ＩＴ教育推進事業

　タブレットが壊れていて授業での使用がで

きないとの声があるが、教育委員会は知って

いるか。

　タブレット導入から５年が経過し、バッテリー

が弱くなっているなどで、その都度対応してい

るが、追いついていない状況。

　令和７年９月に新しいタブレット端末を全小

中学校に配備し、引き続きＩＣＴ教育に取り組

んでいく。

授業で活用される新しいタブレット端末

いじめ問題は深刻だ

学校いじめ防止対策事業

　全国では、いじめが原因の自殺者も出てお

り、深刻な問題だ。いじめの認知件数と、い

じめが原因で不登校となった件数は。

　令和６年度のいじめの認知件数は、小学校

で１３９件、中学校で４１件。

　いじめが原因で不登校となった件数は、０件

である。

見逃さないで、子ども達の SOS 

市民の声を活かした森林整備の推進

荒廃森林整備事業

　荒廃森林の整備には、森林所有者との協定

が必要だが、所有者数、協定件数はどうなっ

ているのか。

　令和６年度は、３８件の森林所有者と協定を

結び、整備を実施した。令和８年度にかけて安

川地区において、森林所有者に整備の意向調査

を実施する予定である。今後も市内全域で意向

調査を行い、森林整備を継続していく。

荒廃森林の整備

テニスコート整備に人工芝を採用

朝倉テニスコート人工芝生化新設工事

　人工芝は環境負荷が非常に大きいものとさ

れているが、どう考えているか。

　テニスコートの芝生化を希望する声が多く、

検討した結果、人工芝での整備が望ましいと

判断した。日頃から清掃等をきちんとするなど

管理者と連携して対応し、環境への負荷を軽

減する努力を行っていく。

整備されたテニスコート

米を返礼品の柱に

ふるさと応援寄附金事業

　米を返礼品の柱とすることで、より寄附額

が伸びると考えるが、今後米をどう取り扱って

いくか。

　銘柄によっては県の共通返礼品となってお

り、福岡県で作られていればどの市町村でも

取り扱いが可能である。

　また、農作物は昨今の気候変動等により価

格が安定せず、予

約受付が難しく、

在庫確保が課題の

ひとつである。今

後も委託事業者や

提供事業者と連携

し、魅力ある返礼

品となるようにして

いく。

魅力ある返礼品を

歩道の安全、どう守る

道路樹木管理事業

　けやき通りの樹木の根がもりあがっており、

体の不自由な方や夜は危険である。

また、延長箇所に植樹の予定があるか。

　けやき通りが開通して３０年が経過し、木も

成長している。根の処理は、順次補修等を行っ

ている状況。延長箇所の植樹は今のところ計

画はない。

根が盛り上がった歩道
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【定例会審議結果】

飯
田
　
早
苗

　
左
記
の
請
願
書
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

１
.
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35

人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
少

人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
加
配
教
員
の

増
員
な
ど
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
。

２
.
教
員
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

地
方
財
源
を
確
保
し
た
上
で

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る

こ
と
。

　
「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の

教
職
員
定
数
改
善
」
「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の

引
き
上
げ
」
に
係
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

請
願
事
項

　
福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

　
　
支
部
長
　
平
田
　
訓
孝

請
願
者

紹
介
議
員

意
見
書

物価高騰の影響を受けている子育て世帯を支援

するため、18歳以下の子どものいる子育て世帯

（約3,700世帯）に対し、一世帯あたり4,400円

相当のおこめ券を配布し、経済的負担の軽減を

図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　▶

おこめ券の配布
　　　　　　　　　2,１１４万5,０００円

【定例会概要】

９
月
定
例
会
(
９
月
３
日
〜
26
日
)

　
９
月
定
例
会
で
は
30
件
の
議

案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
ほ

か
、
新
庁
舎
に
設
置
す
る
デ
ス

ク
及
び
ワ
ゴ
ン
等
の
財
産
の
取

得
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

朝倉診療所（朝倉市国民健康保険直営診療所）の建替工

事を行います。請負契約額は５億８２０万円

工期を令和７年９月～令和８年９月末までとし、令和８

年１１月に開所予定です。

配布予定のおこめ券

朝倉診療所建替工事

▶ 委員会審査　Ｐ．８参照
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

も
っ
と
便
利
に
　
甘
木
市
街
地
循
環
線

　
甘
木
市
街
地
循
環
線
の
一
部
車

　
両
を
小
型
化
し
、
バ
ス
停
を
廃

　
止
・
増
設
し
ま
す

　
物
価
高
騰
の
な
か
、
給
食
水
準
維

　
持
の
た
め
材
料
費
を
補
助
し
ま
す

　
現
在
の
市
庁
舎
北
側
公
園
駐
車

場
の
入
口
付
近
を
検
討
し
て
い
る
。

　
新
設
さ
れ
る
バ
ス
停
「
甘
木
公

園
(
仮
)」
の
場
所
は
ど
こ
か
。

　
令
和
７
年
度
の
給
食
費
は
、
小

学
校
で
月
額
４
８
０
０
円
、
中
学

校
で
月
額
５
７
０
０
円
の
と
こ
ろ
、

市
の
補
助
に
よ
り
実
際
の
保
護
者

負
担
は
小
学
校
３
８
０
０
円
、
中

学
校
４
４
０
０
円
に
据
え
置
か
れ

て
い
る
。
令
和
７
年
度
に
更
な
る

物
価
高
騰
が
続
く
な
か
で
、
給
食

水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
補
正
予

算
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
甘
木
市
街
地
循
環
線
は
市
街
地
の
主

要
施
設
を
結
ぶ
路
線
で
あ
る
た
め
循
環

し
た
方
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。
市
街

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
乗
客
の
家
の

最
寄
り
ま
で
の
運
行
と
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

　
市
街
地
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
予
約
制
で
運
行
し
た
方
が
利

用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
食
材
費

高
騰
分
と
し
て
小
・
中
学
校
に
小
学

生
一
人
当
た
り
月
３
０
０
円
、
中
学

生
一
人
当
た
り
月
４
０
０
円
を
、
補

助
す
る
も
の
(
令
和
７
年
10
月
か
ら

令
和
８
年
３
月
ま
で
)
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
趣
旨
は
。

　
午
前
10
時
台
、
午
後
１
時
台
、
午

後
４
時
台
は
乗
降
数
が
多
い
。
利
用

が
少
な
い
時
間
帯
に
つ
い
て
、
調
整

を
行
う
。

　
今
回
の
変
更
で
便
数
が
減
っ
て

い
る
が
、
時
間
帯
ご
と
の
利
用
者

数
等
を
考
慮
し
た
も
の
な
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

朝
倉
診
療
所
が
建
て
替
わ
り
ま
す

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
建
設
地
は
、
朝
倉
市
古
毛
８
２

９
番
地
(
国
道
３
８
６
号
線
沿
い
)
、

延
床
面
積
９
１
８
㎡
、
敷
地
面
積

４
０
２
４
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
建
、
請
負
契
約
額
５
億

８
２
０
万
円
。
外
来
及
び
検
診
、

放
射
線
設
備
の
い
ず
れ
も
現
在
の

施
設
と
同
等
規
模
で
設
計
し
て
い

る
。
令
和
７
年
９
月
着
工
、
令
和

８
年
９
月
末
竣
工
予
定
、
開
所
時

期
は
令
和
８
年
11
月
頃
を
予
定
し

て
い
る
。

　
工
事
の
概
要
は
。

　
過
疎
債
７
割
、
残
り
を
一
般
財

源
と
し
て
い
る
。
な
お
、
一
般
財

　
事
業
費
の
財
源
は
。

　
朝
倉
市
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

所
建
替
建
築
主
体
工
事
に
つ
い
て
、

予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円
以
上
で

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
の
対

象
と
な
る
た
め
、
本
工
事
契
約
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ
た

も
の
。

　
診
療
所
の
長
い
歴
史
の
な
か
で

重
視
し
て
き
た
「
予
防
医
療
」
を

踏
襲
し
な
が
ら
、
今
後
は
更
に
検

診
等
に
力
を
入
れ
、
検
診
率
・
受

診
率
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
健

康
増
進
及
び
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
た
診
療
所
運
営
を
行
う
。

　
新
診
療
所
の
将
来
展
望
は
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察

【
京
都
府
京
田
辺
市
】

　
委
員
会
所
管
事
務
調
査
等

　
に
つ
い
て

進
む
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
準
備

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
(
デ
ス
ク
及
び
ワ
ゴ
ン
)

　
新
庁
舎
の
執
務
室
内
は
デ
ス
ク

配
置
を
変
更
し
な
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用
し
て
お
り
、

共
用
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
等

も
含
め
て
配
置
す
る
た
め
、
職
員

数
(
４
６
０
人
)
よ
り
多
い
５
６

０
席
分
の
デ
ス
ク
を
配
置
す
る
。

　
職
員
数
(
４
６
０
人
)
に
対
し
て

ベ
ン
チ
デ
ス
ク
は
５
６
０
席
分
と
の

こ
と
だ
が
、
数
が
違
う
理
由
は
。

　
新
市
庁
舎
建
設
に
係
る
什
器
備
品

購
入
を
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
行
っ

た
も
の
で
、
ベ
ン
チ
デ
ス
ク
８
０
台

(
５
６
０
席
分
)、
ワ
ゴ
ン
４
６
０
台

を
６
,
０
９
４
万
円
で
取
得
す
る
。

　
令
和
６
年
度
朝
倉
市
水
道
事

業
の
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

食材の値上がりが
大きい

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
29

日
・
30
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

京
田
辺
市
議
会
で
は
、
各
常
任
員

会
に
よ
る
所
管
事
務
調
査
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
課
題
の
深

堀
り
や
、
政
策
提
言
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
調
査
の
流
れ
と
し
て
は
、

執
行
部
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
現
地

調
査
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
具
体

的
な
政
策
提
言
に
結
び
付
け
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
調
査
活

動
は
、
議
員
が
行
政
の
現
状
や
課
題

を
把
握
し
、
政
策
形
成
能
力
を
高
め

る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

議
会
の
説
明
責
任
と
透
明
性
の
向
上

に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
報
告
会
は
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
重
視
し
て
議
会
活
動

の
報
告
を
最
小
限
に
抑
え
、
市
民
の

関
心
が
高
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
意

見
や
質
問
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
議
員
が
直
接
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
代
替
措
置
と

し
て
、
市
民
イ
ベ
ン
ト
に
議
会
ブ
ー

ス
を
設
け
、
議
会
活
動
の
パ
ネ
ル
展

示
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も

向
け
の
議
会
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、

議
会
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
議
会
の
透
明
性
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
政
治

参
加
意
識
を
育
む
重
要
な
機
会
と

な
っ
て
お
り
、
朝
倉
市
議
会
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
運
営
の

実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

※

ほ
か
に
滋
賀
県
草
津
市
(
議
員

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
な
ど
)

を
視
察
し
ま
し
た
。

新診療所（イメージ図）
京都府京田辺市

取得するデスク・ワゴン

◇
資
本
的
収
入
・
支
出
に
つ
い
て

　
収
入
決
算
額
は
２
億
３
０
６
６
万

円
、
支
出
決
算
額
は
３
億
３
９
６
６

万
円
、
資
本
的
収
支
不
足
分
１
億
９

０
０
万
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
、

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、

減
債
積
立
金
お
よ
び
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
填
し
た
等
の
説

明
を
受
け
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。

　
委
員
よ
り
今
後
の
水
道
事
業
に
お

け
る
施
設
の
老
朽
化
・
負
債
リ
ス
ク

に
対
す
る
広
域
化
や
経
営
戦
略
の
必

要
性
が
提
起
さ
れ
、
担
当
課
よ
り
広

域
化
の
検
討
や
、
今
後
10
年
間
を
見

据
え
た
経
営
戦
略
の
策
定
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
報

告
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。

源
３
割
と
過
疎
債
対
象
外
の
経
費

は
、
全
市
民
を
対
象
と
し
た
保
健

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
特
別
会

計
(
基
金
取
崩
)
と
一
般
会
計
(
繰

出
金
)
で
等
分
し
て
負
担
す
る
。
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執
務
室
内
は
デ
ス
ク

配
置
を
変
更
し
な
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用
し
て
お
り
、

共
用
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
等

も
含
め
て
配
置
す
る
た
め
、
職
員

数
(
４
６
０
人
)
よ
り
多
い
５
６

０
席
分
の
デ
ス
ク
を
配
置
す
る
。

　
職
員
数
(
４
６
０
人
)
に
対
し
て

ベ
ン
チ
デ
ス
ク
は
５
６
０
席
分
と
の

こ
と
だ
が
、
数
が
違
う
理
由
は
。

　
新
市
庁
舎
建
設
に
係
る
什
器
備
品

購
入
を
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
行
っ

た
も
の
で
、
ベ
ン
チ
デ
ス
ク
８
０
台

(
５
６
０
席
分
)、
ワ
ゴ
ン
４
６
０
台

を
６
,
０
９
４
万
円
で
取
得
す
る
。

　
令
和
６
年
度
朝
倉
市
水
道
事

業
の
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

食材の値上がりが
大きい

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
29

日
・
30
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

京
田
辺
市
議
会
で
は
、
各
常
任
員

会
に
よ
る
所
管
事
務
調
査
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
課
題
の
深

堀
り
や
、
政
策
提
言
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
調
査
の
流
れ
と
し
て
は
、

執
行
部
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
現
地

調
査
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
具
体

的
な
政
策
提
言
に
結
び
付
け
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
調
査
活

動
は
、
議
員
が
行
政
の
現
状
や
課
題

を
把
握
し
、
政
策
形
成
能
力
を
高
め

る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

議
会
の
説
明
責
任
と
透
明
性
の
向
上

に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
報
告
会
は
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
重
視
し
て
議
会
活
動

の
報
告
を
最
小
限
に
抑
え
、
市
民
の

関
心
が
高
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
意

見
や
質
問
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
議
員
が
直
接
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
代
替
措
置
と

し
て
、
市
民
イ
ベ
ン
ト
に
議
会
ブ
ー

ス
を
設
け
、
議
会
活
動
の
パ
ネ
ル
展

示
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も

向
け
の
議
会
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、

議
会
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
議
会
の
透
明
性
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
政
治

参
加
意
識
を
育
む
重
要
な
機
会
と

な
っ
て
お
り
、
朝
倉
市
議
会
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
運
営
の

実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

※

ほ
か
に
滋
賀
県
草
津
市
(
議
員

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
な
ど
)

を
視
察
し
ま
し
た
。

新診療所（イメージ図）
京都府京田辺市

取得するデスク・ワゴン

◇
資
本
的
収
入
・
支
出
に
つ
い
て

　
収
入
決
算
額
は
２
億
３
０
６
６
万

円
、
支
出
決
算
額
は
３
億
３
９
６
６

万
円
、
資
本
的
収
支
不
足
分
１
億
９

０
０
万
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
、

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、

減
債
積
立
金
お
よ
び
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
填
し
た
等
の
説

明
を
受
け
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。

　
委
員
よ
り
今
後
の
水
道
事
業
に
お

け
る
施
設
の
老
朽
化
・
負
債
リ
ス
ク

に
対
す
る
広
域
化
や
経
営
戦
略
の
必

要
性
が
提
起
さ
れ
、
担
当
課
よ
り
広

域
化
の
検
討
や
、
今
後
10
年
間
を
見

据
え
た
経
営
戦
略
の
策
定
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
報

告
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。

源
３
割
と
過
疎
債
対
象
外
の
経
費

は
、
全
市
民
を
対
象
と
し
た
保
健

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
特
別
会

計
(
基
金
取
崩
)
と
一
般
会
計
(
繰

出
金
)
で
等
分
し
て
負
担
す
る
。
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【一般質問】

立石地区コミュニティ防災訓練の様子

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

杷木小学校の暑さ対策に
遮光ネットを利用している

【一般質問】

一
般
質
問
者
９
人

　
挑
む
、
共
に
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
地
域
の
か
た
ち

傍
聴
者
74
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

公
園
整
備
に
つ
い
て

② 

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

③ 

小
中
学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
い
て
、
住
環

境
の
充
実
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
公
園
や
広
場

の
必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
。

　
　
公
園
や
広
場
の
整
備
に
は
相
当
の

財
政
負
担
を
伴
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

地
域
の
総
意
と
し
て
、
ご
意
見
ご
要
望

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
、
整
備
内
容
の
検
討
段
階
で
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
教
員
の
働
き
方
改
革
と
い
う
点
に
お

い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
３
学
期
制
の
方
が
適
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
杷
木
小
学
校
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、
生
徒
た
ち
は
広
い
公
園
で
思
い
切

り
遊
び
た
い
と
回
答
し
て
い
る
が
。

　
　
地
域
か
ら
の
公
園
整
備
の
要
望
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
市
の
方
か
ら
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
な
い

　
　
各
学
校
で
様
々
な
暑
さ
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
遮
光
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
参

考
に
し
な
が
ら
、
暑
さ
対
策
を
考
え
て
い
く
。

　
　
プ
ー
ル
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
全
小

中
学
校
の
プ
ー
ル
に
遮
光
ネ
ッ
ト
を
張
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
朝
倉
市
で
は
、
15
分
別
で
回
収
を

行
っ
て
い
る
。
袋
回
収
で
は
３
〜
６
分
別

で
行
っ
た
後
手
作
業
で
15
分
別
に
分
け
直

す
必
要
が
あ
り
、
検
討
は
続
け
て
い
る
が
、

現
状
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
頼
っ
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
独
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
と
し

た
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
　
資
源
ご
み
の
ご
み
出
し
は
、
高
齢
者

や
体
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
生
ご
み
と
同
じ
よ
う

に
袋
回
収
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
外

国
人
へ
の
対
応
は
。

　
こ
れ
は
、
１
時
間
以
内
の
作
業
を
５
０

０
円
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
ご
み
出
し
も

対
象
と
な
る
。

　
資
源
ご
み
回
収
の
、
外
国
語
版
の
日
程

表
は
、
４
か
国
語
で
作
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
転
入
手
続
き
の
折
、
外
国
版
の
チ
ラ

シ
を
配
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
日
程
表
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
は
、
防
災
放
送
の
ア
プ

リ
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
防
災
行
政
無
線
で
流
れ
る
避
難
所
開
設

や
火
災
発
生
等
の
お
知
ら
せ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
音
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ラ
イ
ン
の
機
能
を
使
っ
て
回
覧

板
を
回
す
一
方
通
行
の
情
報
を
閲
覧
・
共
有
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。
ラ
イ
ン
は
、
市
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
を
受
信
で
き
る
も
の
。

　
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
・
デ
ジ
タ
ル
回
覧

版
及
び
ラ
イ
ン
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

の
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
、
大
牟
田
市
や
北
九
州

市
が
２
学
期
制
を
導
入
し
て
い
る
。
朝
倉

市
は
、
２
学
期
制
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

だれにでも
分かりやすい

表示を

質
問
項
目

① 

ご
み
に
つ
い
て

② 

防
災
無
線
に
つ
い
て

③ 

平
塚
川
添
遺
跡
公
園
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

甘
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用

② 

朝
倉
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

　
　
甘
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
駐
車
場
や

歩
行
者
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
速
バ
ス
利

用
者
の
た
め
の
施
設
で
は
な
い
。
目
的
外
の

整
備
は
行
政
と
し
て
対
応
で
き
な
い
。

　
　
高
速
甘
木
バ
ス
停
に
送
迎
す
る
際
、

大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
い
て
も
、
バ
ス
停

近
く
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
侵
入
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
道
路
か
ら

バ
ス
停
ま
で
22
㎝
も
の
段
差
が
あ
る
た

め
、
高
齢
者
等
に
優
し
く
な
い
造
り
と

な
っ
て
い
る
。
切
り
欠
き
を
設
け
て
ス

テ
ッ
プ
や
ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
バ
ス
停
ま
で
の
動
線
が
分
か

り
に
く
い
。
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い

　
　
案
内
看
板
の
管
理
も
含
め
、
多
言
語

表
記
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
等
の
表
示
の
仕

方
、
看
板
設
置
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
(※
)

な
ど
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
推
定
地
で
あ
る
、
須
川
・
山
田
・

志
波
地
域
の
住
民
等
に
聞
き
取
り
を
行

い
、
地
名
・
伝
承
や
、
土
器
等
が
出
土

し
た
事
例
を
把
握
し
て
推
定
地
を
絞
り

込
ん
で
い
き
た
い
。

(※

)
情
報
の
提
示
や
注
意
の
促
し
等
情
報
伝
達
を
図

る
た
め
の
視
覚
表
現

　
　
朝
倉
橘
広
庭
宮
の
推
定
地
に
関
す
る

調
査
研
究
は
、
具
体
的
に
何
を
行
う
の
か
。

日野　泰信　議員
ひ　の やすのぶ

高速甘木入口
高速バスのバス停への順路がわかりにくい

子
ど
も
た
ち
は
公
園
で
遊
び
た
い
！

動画はこちら

Ｑ
防
災
放
送
ア
プ
リ
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
と
は

Ａ
住
民
向
け
防
災
放
送
ア
プ
リ

動画はこちら

高
速
甘
木
イ
ン
タ
ー
の
利
便
性
向
上
を

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし
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【一般質問】

立石地区コミュニティ防災訓練の様子

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

杷木小学校の暑さ対策に
遮光ネットを利用している

【一般質問】

一
般
質
問
者
９
人

　
挑
む
、
共
に
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
地
域
の
か
た
ち

傍
聴
者
74
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

公
園
整
備
に
つ
い
て

② 

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

③ 

小
中
学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
い
て
、
住
環

境
の
充
実
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
公
園
や
広
場

の
必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
。

　
　
公
園
や
広
場
の
整
備
に
は
相
当
の

財
政
負
担
を
伴
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

地
域
の
総
意
と
し
て
、
ご
意
見
ご
要
望

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
、
整
備
内
容
の
検
討
段
階
で
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
教
員
の
働
き
方
改
革
と
い
う
点
に
お

い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
３
学
期
制
の
方
が
適
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
杷
木
小
学
校
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、
生
徒
た
ち
は
広
い
公
園
で
思
い
切

り
遊
び
た
い
と
回
答
し
て
い
る
が
。

　
　
地
域
か
ら
の
公
園
整
備
の
要
望
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
市
の
方
か
ら
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
な
い

　
　
各
学
校
で
様
々
な
暑
さ
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
遮
光
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
参

考
に
し
な
が
ら
、
暑
さ
対
策
を
考
え
て
い
く
。

　
　
プ
ー
ル
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
全
小

中
学
校
の
プ
ー
ル
に
遮
光
ネ
ッ
ト
を
張
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
朝
倉
市
で
は
、
15
分
別
で
回
収
を

行
っ
て
い
る
。
袋
回
収
で
は
３
〜
６
分
別

で
行
っ
た
後
手
作
業
で
15
分
別
に
分
け
直

す
必
要
が
あ
り
、
検
討
は
続
け
て
い
る
が
、

現
状
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
頼
っ
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
独
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
と
し

た
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
　
資
源
ご
み
の
ご
み
出
し
は
、
高
齢
者

や
体
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
生
ご
み
と
同
じ
よ
う

に
袋
回
収
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
外

国
人
へ
の
対
応
は
。

　
こ
れ
は
、
１
時
間
以
内
の
作
業
を
５
０

０
円
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
ご
み
出
し
も

対
象
と
な
る
。

　
資
源
ご
み
回
収
の
、
外
国
語
版
の
日
程

表
は
、
４
か
国
語
で
作
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
転
入
手
続
き
の
折
、
外
国
版
の
チ
ラ

シ
を
配
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
日
程
表
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
は
、
防
災
放
送
の
ア
プ

リ
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
防
災
行
政
無
線
で
流
れ
る
避
難
所
開
設

や
火
災
発
生
等
の
お
知
ら
せ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
音
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ラ
イ
ン
の
機
能
を
使
っ
て
回
覧

板
を
回
す
一
方
通
行
の
情
報
を
閲
覧
・
共
有
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。
ラ
イ
ン
は
、
市
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
を
受
信
で
き
る
も
の
。

　
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
・
デ
ジ
タ
ル
回
覧

版
及
び
ラ
イ
ン
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

の
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
、
大
牟
田
市
や
北
九
州

市
が
２
学
期
制
を
導
入
し
て
い
る
。
朝
倉

市
は
、
２
学
期
制
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

だれにでも
分かりやすい

表示を

質
問
項
目

① 

ご
み
に
つ
い
て

② 

防
災
無
線
に
つ
い
て

③ 

平
塚
川
添
遺
跡
公
園
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

甘
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用

② 

朝
倉
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

　
　
甘
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
駐
車
場
や

歩
行
者
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
速
バ
ス
利

用
者
の
た
め
の
施
設
で
は
な
い
。
目
的
外
の

整
備
は
行
政
と
し
て
対
応
で
き
な
い
。

　
　
高
速
甘
木
バ
ス
停
に
送
迎
す
る
際
、

大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
い
て
も
、
バ
ス
停

近
く
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
侵
入
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
道
路
か
ら

バ
ス
停
ま
で
22
㎝
も
の
段
差
が
あ
る
た

め
、
高
齢
者
等
に
優
し
く
な
い
造
り
と

な
っ
て
い
る
。
切
り
欠
き
を
設
け
て
ス

テ
ッ
プ
や
ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
バ
ス
停
ま
で
の
動
線
が
分
か

り
に
く
い
。
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い

　
　
案
内
看
板
の
管
理
も
含
め
、
多
言
語

表
記
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
等
の
表
示
の
仕

方
、
看
板
設
置
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
(※

)

な
ど
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
推
定
地
で
あ
る
、
須
川
・
山
田
・

志
波
地
域
の
住
民
等
に
聞
き
取
り
を
行

い
、
地
名
・
伝
承
や
、
土
器
等
が
出
土

し
た
事
例
を
把
握
し
て
推
定
地
を
絞
り

込
ん
で
い
き
た
い
。

(※

)
情
報
の
提
示
や
注
意
の
促
し
等
情
報
伝
達
を
図

る
た
め
の
視
覚
表
現

　
　
朝
倉
橘
広
庭
宮
の
推
定
地
に
関
す
る

調
査
研
究
は
、
具
体
的
に
何
を
行
う
の
か
。

日野　泰信　議員
ひ　の やすのぶ

高速甘木入口
高速バスのバス停への順路がわかりにくい

子
ど
も
た
ち
は
公
園
で
遊
び
た
い
！

動画はこちら

Ｑ
防
災
放
送
ア
プ
リ
　
コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
と
は

Ａ
住
民
向
け
防
災
放
送
ア
プ
リ

動画はこちら

高
速
甘
木
イ
ン
タ
ー
の
利
便
性
向
上
を

柴山　恭子　議員
しばやま きょうこ

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし
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Ｑ
空
き
家
問
題
の
予
算
を
増
や
せ

Ａ
業
務
委
託
で
調
査
を
検
討
し
て
い
る

　
　
今
回
の
協
定
書
の
内
容
は
、
朝
倉
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
地
域
の
代
表

者
と
し
て
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

了
承
さ
れ
た
上
で
締
結
さ
れ
た
協
定
書
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
取
り
扱
い
可
能
な

物
品
と
取
り
扱
い
を
制
限
す
る
特
定
の
物

品
を
記
載
し
、
も
し
解
除
を
行
う
場
合
は
、

地
域
住
民
に
対
し
意
見
を
伺
う
と
と
も

に
、
説
明
会
を
実
施
し
、
住
民
の
意
見
を

問
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
制
限
品
目
に

つ
い
て
は
、
朝
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
要
望
に
ほ
ぼ
答
え
た
形
で
あ
り
、
毒
物

　
　
烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
に
お
い

て
、
新
た
に
締
結
さ
れ
た
協
定
書
の
内
容

と
持
ち
込
み
制
限
品
目
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

　
　
現
在
、
空
き
家
対
策
に
特
化
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

し
た
い
が
本
市
の
考
え
は
。

　
　
校
内
適
応
指
導
教
室
の
設
置
率
は
、

全
国
平
均
46
％
、
県
で
39
％
で
あ
る
が
、
本

市
は
現
在
１
０
０
％
で
全
校
に
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
少
し
づ
つ
教
室
へ

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。

(※

)
不
登
校
お
よ
び
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒

を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
施
設
。

　
　
校
内
適
応
指
導
教
室
(※

)

の
現
状
と

取
り
組
み
は
。

　
　
暑
さ
対
策
は
非
常
に
大
事
な
課
題
で

あ
る
。
こ
の
対
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

エ
ア
コ
ン
購
入
だ
け
で
な
く
電
気
代
補
助

等
も
考
え
な
が
ら
、

他
自
治
体
の
情
報

を
収
集
し
た
う
え

で
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
近
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は
な
い
が
、

生
活
弱
者
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
の
購
入
補

助
な
ど
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
人
や
外
国
人
等
へ
の

窓
口
対
応
と
し
て
、
軟
膏
電
動
イ
ヤ
ホ
ン
や
多

言
語
表
示
ス
ク
リ
ー
ン
が
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
空
き
家
問
題
の
６
割
が
、
相
続
に
関
す

る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
き

家
に
関
す
る
我
が
家
の
終
活
ノ
ー
ト
を
推
奨

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

窓
口
対
応
に
つ
い
て

② 

空
き
家
対
策

③ 

暑
さ
対
策

④ 

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

※

全
７
項
目
の
内
一
部
を
掲
載

質
問
項
目

① 

小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

　 

い
て

② 

市
庁
舎
移
転
後
の
環
境
変
化
に
関
す

　 

る
課
題

庁
舎
跡
地

甘
木
中
学
生
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
に
同
様
の
機
械
を
設
置

し
て
い
る
が
、
話
し
方
の
工
夫
等
に
よ
り
、
こ

こ
数
年
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
　
外
国
人
の
対

応
に
関
し
て
は
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
の
案
内

や
翻
訳
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、

字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

【一般質問】 【一般質問】

　
　
市
内
全
体
の
空
き
家
数
、
実
態
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

　
　
そ
も
そ
も
朝
倉
市
は
、
市
内
全
体

の
空
き
家
数
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

数
を
正
確
に
押
さ
え
、
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
は
重
要
だ
。
基
礎
と
な
る
も
の

が
な
い
と
、
対
策
の
打
ち
よ
う
が
な
い
。

早
く
全
戸
調
査
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
中
、

増
え
て
い
く
空
き
家
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
新
規
空
き
家
を
こ
れ

以
上
増
や
さ
な
い
施
策
が
必
要
だ
。
一

方
、
行
政
が
デ
ー
タ
を
整
え
て
、
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
施
策
を
打
つ

こ
と
も
必
要
だ
。
空
き
家
の
実
態
把
握

　
　
空
き
家
問
題
は
本
市
に
お
い
て
も
今

後
益
々
顕
在
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
、
空

き
家
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
基
礎
資

料
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
実
態
調
査
の
目
的
と
し
て
、
単

に
空
き
家
数
の
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空

き
家
の
状
態
、
所
有
者
の
意
向
、
利
活
用

の
可
能
性
を
総
合
的
に
把
握
し
、
老
朽
化

に
よ
る
危
険
空
き
家
の
増
加
を
未
然
に
防

ぐ
と
共
に
、
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用

を
図
る
。
現
在
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
業

務
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

空き家は社会課題になる

共存共栄へ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　 

た
ら
い
い
の
か

質
問
項
目

① 

烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

烏
集
院
危
険
物
倉
庫
「
新
」
協
定
書
を
問
う

　
　
小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
抱

え
る
最
も
大
き
な
課
題
は
。

　
　
企
業
誘
致
は
経
済
効
果
や
雇
用
、
移

住
・
定
住
等
へ
大
き
な
効
果
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
生
活
さ
れ
て
い
る
住
民
が
毎
日
、

安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
も
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
共
存
共
栄
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
に
対
す
る
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
姿
勢
と
対
応
に
つ
い
て
、
市
長
ま
た

は
副
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　
甘
木
公
園
を
「
健
康
づ
く
り
」
の
象

徴
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
、
健

康
増
進
施
策
と
し
て
参
考
と
す
る
。

　
　
庁
舎
跡
地
、
周
辺
の
公
園
、
体
育
施
設

お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
体
化
し
た
健
康
施

設
整
備
と
、
そ
の
拠
点
づ
く
り
を
求
め
る
。

及
び
劇
物
取
締
法
の
規
制
対
象
と
な
る
毒

物
お
よ
び
劇
物
、
高
圧
ガ
ス
保
全
法
の
規

制
対
象
と
な
る
高
圧
ガ
ス
お
よ
び
労
働
安

全
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
化
学
物
質
に

よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
指
針

対
象
物
質
に
記
載
の
物
質
等
で
あ
る
。

　
　
最
も
効
果
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て

い
る
。
中
学
校
正
門
南
側
斜
面
の
坂
道
整

備
に
よ
る
通
学
路
変
更
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
協
議
し
て
い
く
。

森
林
保
全
・
空
き
家
対
策
の
施
策
を
問
う

　
　
通
学
支
援
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　
今
回
の
９
月
補
正
に
交
通
費
の
他
、
小

規
模
校
就
学
支
援
費
を
計
上
し
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
効
果
を
高
め
、
小

規
模
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
増
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
多
く
の
市
職
員
等
が
近
く
に
い
た
こ

と
で
生
徒
が
安
心
し
て
通
え
て
い
た
甘
木

中
学
校
だ
が
、
庁
舎
移
転
後
に
、
特
に
人

目
の
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
現
在
の
自

徳永　秀俊　議員
とくなが ひでとし

通学路の安全確保を

を
行
う
た
め
、
外
部
委
託
を
含
め
た
対

応
を
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
予

算
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
。

転
車
通
学
路
は
、
と
て
も
不
安
で
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
か
ら
も
自
転
車
通
学
の

見
直
し
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

学
校
側
と
市
で
十
分
な
協
議
の
場
を
持

ち
、
最
善
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

中島　秀樹　議員
なかしま ひで  き

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

急がれる暑さ対策
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Ｑ
空
き
家
問
題
の
予
算
を
増
や
せ

Ａ
業
務
委
託
で
調
査
を
検
討
し
て
い
る

　
　
今
回
の
協
定
書
の
内
容
は
、
朝
倉
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
地
域
の
代
表

者
と
し
て
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

了
承
さ
れ
た
上
で
締
結
さ
れ
た
協
定
書
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
取
り
扱
い
可
能
な

物
品
と
取
り
扱
い
を
制
限
す
る
特
定
の
物

品
を
記
載
し
、
も
し
解
除
を
行
う
場
合
は
、

地
域
住
民
に
対
し
意
見
を
伺
う
と
と
も

に
、
説
明
会
を
実
施
し
、
住
民
の
意
見
を

問
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
制
限
品
目
に

つ
い
て
は
、
朝
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
要
望
に
ほ
ぼ
答
え
た
形
で
あ
り
、
毒
物

　
　
烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
に
お
い

て
、
新
た
に
締
結
さ
れ
た
協
定
書
の
内
容

と
持
ち
込
み
制
限
品
目
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。

　
　
現
在
、
空
き
家
対
策
に
特
化
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

し
た
い
が
本
市
の
考
え
は
。

　
　
校
内
適
応
指
導
教
室
の
設
置
率
は
、

全
国
平
均
46
％
、
県
で
39
％
で
あ
る
が
、
本

市
は
現
在
１
０
０
％
で
全
校
に
設
置
し
て
い

る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
少
し
づ
つ
教
室
へ

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。

(※

)
不
登
校
お
よ
び
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒

を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
施
設
。

　
　
校
内
適
応
指
導
教
室
(※

)

の
現
状
と

取
り
組
み
は
。

　
　
暑
さ
対
策
は
非
常
に
大
事
な
課
題
で

あ
る
。
こ
の
対
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

エ
ア
コ
ン
購
入
だ
け
で
な
く
電
気
代
補
助

等
も
考
え
な
が
ら
、

他
自
治
体
の
情
報

を
収
集
し
た
う
え

で
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
近
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は
な
い
が
、

生
活
弱
者
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
の
購
入
補

助
な
ど
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
人
や
外
国
人
等
へ
の

窓
口
対
応
と
し
て
、
軟
膏
電
動
イ
ヤ
ホ
ン
や
多

言
語
表
示
ス
ク
リ
ー
ン
が
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
空
き
家
問
題
の
６
割
が
、
相
続
に
関
す

る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
き

家
に
関
す
る
我
が
家
の
終
活
ノ
ー
ト
を
推
奨

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

窓
口
対
応
に
つ
い
て

② 

空
き
家
対
策

③ 

暑
さ
対
策

④ 

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

※

全
７
項
目
の
内
一
部
を
掲
載

質
問
項
目

① 

小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

　 

い
て

② 

市
庁
舎
移
転
後
の
環
境
変
化
に
関
す

　 

る
課
題

庁
舎
跡
地

甘
木
中
学
生
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
に
同
様
の
機
械
を
設
置

し
て
い
る
が
、
話
し
方
の
工
夫
等
に
よ
り
、
こ

こ
数
年
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
　
外
国
人
の
対

応
に
関
し
て
は
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
の
案
内

や
翻
訳
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、

字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

【一般質問】 【一般質問】

　
　
市
内
全
体
の
空
き
家
数
、
実
態
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

　
　
そ
も
そ
も
朝
倉
市
は
、
市
内
全
体

の
空
き
家
数
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

数
を
正
確
に
押
さ
え
、
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
は
重
要
だ
。
基
礎
と
な
る
も
の

が
な
い
と
、
対
策
の
打
ち
よ
う
が
な
い
。

早
く
全
戸
調
査
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
中
、

増
え
て
い
く
空
き
家
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
新
規
空
き
家
を
こ
れ

以
上
増
や
さ
な
い
施
策
が
必
要
だ
。
一

方
、
行
政
が
デ
ー
タ
を
整
え
て
、
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
施
策
を
打
つ

こ
と
も
必
要
だ
。
空
き
家
の
実
態
把
握

　
　
空
き
家
問
題
は
本
市
に
お
い
て
も
今

後
益
々
顕
在
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
、
空

き
家
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
基
礎
資

料
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
実
態
調
査
の
目
的
と
し
て
、
単

に
空
き
家
数
の
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空

き
家
の
状
態
、
所
有
者
の
意
向
、
利
活
用

の
可
能
性
を
総
合
的
に
把
握
し
、
老
朽
化

に
よ
る
危
険
空
き
家
の
増
加
を
未
然
に
防

ぐ
と
共
に
、
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用

を
図
る
。
現
在
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
業

務
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

空き家は社会課題になる

共存共栄へ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　 

た
ら
い
い
の
か

質
問
項
目

① 

烏
集
院
地
区
危
険
物
倉
庫
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

烏
集
院
危
険
物
倉
庫
「
新
」
協
定
書
を
問
う

　
　
小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
抱

え
る
最
も
大
き
な
課
題
は
。

　
　
企
業
誘
致
は
経
済
効
果
や
雇
用
、
移

住
・
定
住
等
へ
大
き
な
効
果
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
生
活
さ
れ
て
い
る
住
民
が
毎
日
、

安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
も
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
共
存
共
栄
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
　
企
業
誘
致
に
対
す
る
住
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
姿
勢
と
対
応
に
つ
い
て
、
市
長
ま
た

は
副
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　
甘
木
公
園
を
「
健
康
づ
く
り
」
の
象

徴
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
、
健

康
増
進
施
策
と
し
て
参
考
と
す
る
。

　
　
庁
舎
跡
地
、
周
辺
の
公
園
、
体
育
施
設

お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
体
化
し
た
健
康
施

設
整
備
と
、
そ
の
拠
点
づ
く
り
を
求
め
る
。

及
び
劇
物
取
締
法
の
規
制
対
象
と
な
る
毒

物
お
よ
び
劇
物
、
高
圧
ガ
ス
保
全
法
の
規

制
対
象
と
な
る
高
圧
ガ
ス
お
よ
び
労
働
安

全
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
く
化
学
物
質
に

よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
指
針

対
象
物
質
に
記
載
の
物
質
等
で
あ
る
。

　
　
最
も
効
果
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て

い
る
。
中
学
校
正
門
南
側
斜
面
の
坂
道
整

備
に
よ
る
通
学
路
変
更
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
協
議
し
て
い
く
。

森
林
保
全
・
空
き
家
対
策
の
施
策
を
問
う

　
　
通
学
支
援
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　
今
回
の
９
月
補
正
に
交
通
費
の
他
、
小

規
模
校
就
学
支
援
費
を
計
上
し
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
効
果
を
高
め
、
小

規
模
校
に
通
う
児
童
生
徒
が
増
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
多
く
の
市
職
員
等
が
近
く
に
い
た
こ

と
で
生
徒
が
安
心
し
て
通
え
て
い
た
甘
木

中
学
校
だ
が
、
庁
舎
移
転
後
に
、
特
に
人

目
の
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
現
在
の
自

徳永　秀俊　議員
とくなが ひでとし

通学路の安全確保を

を
行
う
た
め
、
外
部
委
託
を
含
め
た
対

応
を
検
討
し
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
予

算
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
。

転
車
通
学
路
は
、
と
て
も
不
安
で
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
か
ら
も
自
転
車
通
学
の

見
直
し
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

学
校
側
と
市
で
十
分
な
協
議
の
場
を
持

ち
、
最
善
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

中島　秀樹　議員
なかしま ひで  き

仲山　　寛　議員
なかやま ゆたか

急がれる暑さ対策
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誰
も
が
使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
整

え
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
手
続
き

が
出
来
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
の
利
便
性
と
満
足
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
新
庁
舎
開
庁
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
市
民
に
と
っ
て
の
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進

と
は
。

　
　
朝
倉
市
に
は
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習
お

よ
び
、
学
校
や
社
会
へ
の
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
と
「
よ
つ
ば
」
が
あ
る
。「
よ

つ
ば
」
は
特
定
非
営
利
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
お
り
、
現
在
25
名
の
子
ど
も
が
通
所
、
11

年
間
で
54
名
が
卒
業
し
、
学
校
や
社
会
に
復
帰

し
て
い
る
。
現
在
、
運
営
に
苦
労
さ
れ
、
維
持

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
運
営
の
心
配
を

せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
専
念
で
き
る

環
境
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
安
心
し
た
学
び
の
場

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
充
分
な
予
算
を
つ
け

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

　
　
遠
隔
地
住
民
は
、
本
庁
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
当
然
期
待
す
る
。
支
所
へ
の
Ｄ
Ｘ

導
入
は
。

　
　
地
域
格
差
の
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
実
現

へ
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｄ
Ｘ
推
進
は
。

　
　
(
市
長
)
全
庁
で
体
制
を
整
備
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と

背
景
は
。

　
　
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
農
業
の
Ｃ
Ｏ
２

ゼ

ロ
や
農
薬
・
化
学
肥
料
削
減
・
有
機
農
業
の
拡

大
等
の
数
値
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
背
景
に

は
、
気
候
変
動
や
担
い
手
不
足
等
が
あ
る
。

　
　
十
文
字
公
園
内
農
の
エ
リ
ア
に
農
を

学
ぶ
学
校
に
加
え
、
今
後
、
有
機
肥
料
販

売
や
有
機
カ
フ
ェ
等
を
整
備
し
、
人
が
集

う
賑
わ
い
の
拠
点
に
し
て
は
。

　
　
(
市
長
)
ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー

ル
＆
ア
カ
デ
ミ
ー
の
市
内
外
の
受
講
者
の

集
ま
り
を
活
用
し
た
、
賑
わ
い
の
創
出
を

期
待
し
た
い
。

を
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
団
体
の
運
営
の
た

め
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
安
定
し
た
財
源
で
は

な
い
た
め
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
も
「
よ
つ
ば
」
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
集
め
た
食
品
を
生
活
困
窮
者
等
の
必

要
な
方
に
渡
す
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の

活
動
等
は
、
食
品
ロ
ス
と
生
活
困
窮
者
支

援
を
両
立
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
。
こ
の
活
動
を
一
体
的
に
進
め
る
た
め

に
、
市
と
し
て
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
か
。

　
　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
活
動
等
は
、

市
と
し
て
も
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
必
要
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
活
動
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
各
課
の
相
談
窓
口
や
学
校
等

で
の
チ
ラ
シ
配
布
、
市
報
の
掲
載
等
で
の

周
知
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。
状
況
に
応

じ
て
、
直
接
利
用
者
の
相
談
に
応
じ
る
な

ど
、
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
く
。 動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

② 

“Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　 

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

③ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

④ 

学
童
保
育
所
の
長
期
休
暇
中
の
食
事

　 

提
供
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　 

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

② 

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
未

　 

来
戦
略
に
つ
い
て

Ｑ
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

Ａ
新
た
な
価
値
を
創
出
し
変
革
し
て
い
く
こ
と

【一般質問追跡】 【一般質問】

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
学
び
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

ＤＸ推進に向けて打合せの様子

学校に行きづらい
子ども達の居場所として

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

９
月
21
日
(
日
)、
朝

倉
市
制
施
行
20
周
年
記

念
の
市
民
提
案
事
業
の

一
つ
で
あ
る
、「
朝
倉
市

の
ミ
ラ
イ
提
案
大
作

戦
！
届
け
よ
う
、
ボ
ク

ら
の
未
来
予
想
図
」
の

第
１
弾
が
議
場
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
20
名

の
子
ど
も
た
ち
と
、
そ

の
保
護
者
お
よ
び
市
議

会
議
員
が
参
加
し
、
模

擬
議
会
を
見
学
し
ま
し

た
。
第
２
弾
が
11
月
に
、

第
３
弾
が
２
月
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
朝
倉
市
の
植
栽
事
業
の

一
環
と
し
て
、
道
の
駅
原

鶴
バ
サ
ロ
前
の
畑
に
お
い

て
、
毎
年
７
月
末
に
バ
サ

ロ
職
員
が
ひ
ま
わ
り
の
種

を
ま
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
同
様
に
種
ま
き
が
行
わ

れ
、
９
月
中
旬
に
は
約
16

万
本
が
見
事
に
開
花
し
ま

し
た
。
一
面
に
広
が
る
鮮

や
か
な
ひ
ま
わ
り
畑
は
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人

気
で
、
バ
サ
ロ
館
内
で
は

梨
や
ブ
ド
ウ
な
ど
、
地
元

の
旬
の
フ
ル
ー
ツ
も
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

A 令和７年度はモデル事業の１年目で、ニーズが不明

だったこともあり、通学支援制度を設けずにスター

トした。通学支援に対する意見、制度への関心を持っ

ていただいた保護者の方が一定数いらっしゃったこ

とから、保護者の負担軽減策を今後検討していくべ

きと考える。既存の遠距離通学支援制度との整合性

等の観点からも、調査・研究を続けていく。

　児童生徒数が少ないことにより負担

増となる経費（就学旅行代、卒業アル

バム代等）、その他各種学校活動にかか

る費用及び通学にかかる交通費を考慮

し、総じて小規模校就学支援費として

保護者に支給します。

（支給額）

・秋月小、蜷城小に通う児童の保護者

　年間一律　１０万円

・秋月中に通う生徒の保護者

　年間一律　１５万円

（蜷城小に就学して卒業した後、南陵中

に通う場合も同じく１５万円）

Q 小規模校振興プロジェクト（大規模校から小規模校

への一方向学校選択制導入）を進めるに当たり、通

学に関する保護者の負担軽減を考えていかなければ

ならないのではないか。　

（令和７年３月定例会）

朝倉市議会からのお知らせ 令和８年
2月14日（土）

◇１４時：フレアス甘木　多目的ホール
◇１９時：らくゆう館（杷木地域生涯学習センター） 
ご都合の良い会場にお越しください

14令和７年11月１日号　あさくら市議会だより



　
　
誰
も
が
使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
整

え
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
手
続
き

が
出
来
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
の
利
便
性
と
満
足
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
新
庁
舎
開
庁
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
市
民
に
と
っ
て
の
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進

と
は
。

　
　
朝
倉
市
に
は
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習
お

よ
び
、
学
校
や
社
会
へ
の
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
と
「
よ
つ
ば
」
が
あ
る
。「
よ

つ
ば
」
は
特
定
非
営
利
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
お
り
、
現
在
25
名
の
子
ど
も
が
通
所
、
11

年
間
で
54
名
が
卒
業
し
、
学
校
や
社
会
に
復
帰

し
て
い
る
。
現
在
、
運
営
に
苦
労
さ
れ
、
維
持

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
運
営
の
心
配
を

せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
専
念
で
き
る

環
境
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
安
心
し
た
学
び
の
場

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
充
分
な
予
算
を
つ
け

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

　
　
遠
隔
地
住
民
は
、
本
庁
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
当
然
期
待
す
る
。
支
所
へ
の
Ｄ
Ｘ

導
入
は
。

　
　
地
域
格
差
の
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
実
現

へ
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｄ
Ｘ
推
進
は
。

　
　
(
市
長
)
全
庁
で
体
制
を
整
備
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と

背
景
は
。

　
　
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
農
業
の
Ｃ
Ｏ
２

ゼ

ロ
や
農
薬
・
化
学
肥
料
削
減
・
有
機
農
業
の
拡

大
等
の
数
値
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
背
景
に

は
、
気
候
変
動
や
担
い
手
不
足
等
が
あ
る
。

　
　
十
文
字
公
園
内
農
の
エ
リ
ア
に
農
を

学
ぶ
学
校
に
加
え
、
今
後
、
有
機
肥
料
販

売
や
有
機
カ
フ
ェ
等
を
整
備
し
、
人
が
集

う
賑
わ
い
の
拠
点
に
し
て
は
。

　
　
(
市
長
)
ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー

ル
＆
ア
カ
デ
ミ
ー
の
市
内
外
の
受
講
者
の

集
ま
り
を
活
用
し
た
、
賑
わ
い
の
創
出
を

期
待
し
た
い
。

を
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
団
体
の
運
営
の
た

め
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
安
定
し
た
財
源
で
は

な
い
た
め
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
も
「
よ
つ
ば
」
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
集
め
た
食
品
を
生
活
困
窮
者
等
の
必

要
な
方
に
渡
す
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の

活
動
等
は
、
食
品
ロ
ス
と
生
活
困
窮
者
支

援
を
両
立
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
。
こ
の
活
動
を
一
体
的
に
進
め
る
た
め

に
、
市
と
し
て
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
か
。

　
　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
活
動
等
は
、

市
と
し
て
も
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
必
要
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
の
活
動
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
各
課
の
相
談
窓
口
や
学
校
等

で
の
チ
ラ
シ
配
布
、
市
報
の
掲
載
等
で
の

周
知
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。
状
況
に
応

じ
て
、
直
接
利
用
者
の
相
談
に
応
じ
る
な

ど
、
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
く
。 動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て

② 

“Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

　 

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

③ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

④ 

学
童
保
育
所
の
長
期
休
暇
中
の
食
事

　 

提
供
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　 

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

② 

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
未

　 

来
戦
略
に
つ
い
て

Ｑ
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

Ａ
新
た
な
価
値
を
創
出
し
変
革
し
て
い
く
こ
と

【一般質問追跡】 【一般質問】

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
学
び
の
場
の
確
保
に
つ
い
て

ＤＸ推進に向けて打合せの様子

学校に行きづらい
子ども達の居場所として

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

９
月
21
日
(
日
)、
朝

倉
市
制
施
行
20
周
年
記

念
の
市
民
提
案
事
業
の

一
つ
で
あ
る
、「
朝
倉
市

の
ミ
ラ
イ
提
案
大
作

戦
！
届
け
よ
う
、
ボ
ク

ら
の
未
来
予
想
図
」
の

第
１
弾
が
議
場
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
20
名

の
子
ど
も
た
ち
と
、
そ

の
保
護
者
お
よ
び
市
議

会
議
員
が
参
加
し
、
模

擬
議
会
を
見
学
し
ま
し

た
。
第
２
弾
が
11
月
に
、

第
３
弾
が
２
月
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
朝
倉
市
の
植
栽
事
業
の

一
環
と
し
て
、
道
の
駅
原

鶴
バ
サ
ロ
前
の
畑
に
お
い

て
、
毎
年
７
月
末
に
バ
サ

ロ
職
員
が
ひ
ま
わ
り
の
種

を
ま
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
同
様
に
種
ま
き
が
行
わ

れ
、
９
月
中
旬
に
は
約
16

万
本
が
見
事
に
開
花
し
ま

し
た
。
一
面
に
広
が
る
鮮

や
か
な
ひ
ま
わ
り
畑
は
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人

気
で
、
バ
サ
ロ
館
内
で
は

梨
や
ブ
ド
ウ
な
ど
、
地
元

の
旬
の
フ
ル
ー
ツ
も
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚

飯田　早苗　議員
いい だ さ なえ

A 令和７年度はモデル事業の１年目で、ニーズが不明

だったこともあり、通学支援制度を設けずにスター

トした。通学支援に対する意見、制度への関心を持っ

ていただいた保護者の方が一定数いらっしゃったこ

とから、保護者の負担軽減策を今後検討していくべ

きと考える。既存の遠距離通学支援制度との整合性

等の観点からも、調査・研究を続けていく。

　児童生徒数が少ないことにより負担

増となる経費（就学旅行代、卒業アル

バム代等）、その他各種学校活動にかか

る費用及び通学にかかる交通費を考慮

し、総じて小規模校就学支援費として

保護者に支給します。

（支給額）

・秋月小、蜷城小に通う児童の保護者

　年間一律　１０万円

・秋月中に通う生徒の保護者

　年間一律　１５万円

（蜷城小に就学して卒業した後、南陵中

に通う場合も同じく１５万円）

Q 小規模校振興プロジェクト（大規模校から小規模校

への一方向学校選択制導入）を進めるに当たり、通

学に関する保護者の負担軽減を考えていかなければ

ならないのではないか。　

（令和７年３月定例会）

朝倉市議会からのお知らせ 令和８年
2月14日（土）

◇１４時：フレアス甘木　多目的ホール
◇１９時：らくゆう館（杷木地域生涯学習センター） 
ご都合の良い会場にお越しください

15 令和７年11月１日号　あさくら市議会だより
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【お知らせ】

次回定例会の予定

12月４日開会日
12月9日～11日一般質問

12月11日議案質疑
12月12日～16日常任委員会

12月19日閉会日 

※11月28日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

広
報
委
員
会

と
く
な
が

ひ
で
と
し

し
ば
や
ま

き
ょ
う
こ

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
徳
永
　
秀
俊

副
委
員
長
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
柴
山
　
恭
子

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

９
月
議
会
が
終
わ
り
、
現

在
の
市
役
所
４
階
議
場
で
の

議
会
は
12
月
議
会
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
１
月
５
日

に
は
新
庁
舎
が
開
庁
い
た
し

ま
す
。
現
庁
舎
の
議
場
と
新

庁
舎
議
場
は
レ
イ
ア
ウ
ト
も

異
な
り
ま
す
。
12
月
議
会
が

現
在
の
議
場
を
見
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
是
非
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

P２
令
和
６
年
度
決
算

P10
一
般
質
問

P15
あ
の
質
問
ど
げ
ん
な
っ
た
？

P８
委
員
会
審
査

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り

令
和
７
年

11.1
N
o.79

９月中旬から、「朝倉市柿原地区のマンション建設計画」に関するＳＮＳ投稿が相次ぎました。

これらの中に、令和７年６月定例会の渡辺毅議員の一般質問「外資系企業によるマンション

建設計画について」における懲罰（戒告）に関するものがあったことから、市役所（議会事務局）

には、電話やメールで多くのご意見・お問い合わせが寄せられております。

まず、渡辺議員が市内柿原地区のマンション建設計画を一般質問で取り上げたことが懲罰事

犯となったわけではありません。

一般質問は市政全般に関する事項について行うことができますが、個々の議員は、自身の質

問内容を事前に通告する必要があり、また、質問は会議規則に則って行われるため、質問の範

囲や内容には一定の制約があります。なお、議員は議長の議事整理権や秩序保持権に従う義務

があります。

令和７年６月１７日の本会議では、当該マンション建設計画の概要、建設の手続き、外資系

事業者の課税・納税、市の対応等について質問があり、執行部が答弁しました。しかし、質問

の後半で中国の法律について執行部の認識を問う質問をしました。その内容が一般質問の通告

の範囲から外れていると判断されました。

さらに、当該発言が企業の信用性・信頼性を損なう恐れがある不適切な発言とされ、議長が

再三発言を制止しましたが、これに応じず発言を続けようとしました。

この行為に対し懲罰動議が提出され、懲罰特別委員会の審査を経て、地方自治法第１２９条

第１項における議長の議事整理権や秩序保持権に従わなかった行為は、懲罰事犯に該当すると

いう結論に至り、「戒告」の処分を科すことに決定しました。その後、本会議で賛成多数により

決定され、議長が戒告文を朗読しました。

なお、渡辺議員より、中国人を特定し質問した一部の発言が、配慮に欠ける発言だったとの

理由から、取り消したいとの申出があり、議会運営委員会で協議のうえ、議長が本会議に諮り、

申出を許可しました。

以上の経過および議決内容については、朝倉市議会として決定したもので

ありますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

議会事務局への過度な問い合わせは業務に支障をきたすため、ご遠慮くだ

さいますようお願いいたします。

詳細は、議会中継映像・会議録・あさくら市議会だより（令和７年８月１日号）

でご確認いただけます。

議会の対応について
―外資系企業によるマンション建設計画に関する一般質問をめぐって

議会中継映像は
こちら
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